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本日の資料の内容

１．発達障害について

・特性

・困りごとの例

２．バリアフリー（センサリー）マップ作成

・マップのイメージ

・作成の意義・目的

・方法

・マップ作成時の配慮事項

３．進捗状況

・今後の予定



政府広報オンライン：https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/contents/rikai.html

自閉スペクトラム症⇐
感覚過敏・鈍麻

発達障がい児の特性

※障がいを合併している児も多い



感覚過敏を持つ児童の困りごとの例
感覚過敏（視覚、嗅覚、聴覚など）は、不快感を感じさせる。

眩しい 暗い＝怖い くさい うるさい

逃避〜パニック等の行動障害を起こすこともある。

親は、外出に苦慮している。

しかし、児に見通しを伝えることで、事前に･･･

・回避できる。

・準備行動がとれる。

＝行動障害を抑制することができる。

感覚過敏が軽度な児は、心の準備だけで対応できる。

イヤーマフ



王国内の感覚状況と望ましい行動をイラストで記載する。

〇〇
ねこがこわがるので、
おおごえだをださない。

〇〇
うんちのにおいがくさい。

〇〇
やねがないので、まぶしい。
ひとがおおいので、はしらない。

マップのイメージ

〇〇
へやが、むわっとする。
へやがくらい。

ひろば
はしってもいいよ。

〇〇
おおきなこえでなく。

カームダウンルーム
あんしんするへや



マップ作成の意義・目的
1. マップを、発達障害を有する児童とその親に提供することで、

親子で楽しめる外出の場を提供できる。

2. 児の動物に対する興味や関心を高め、命の大切さ、思いやりの

心を育てる情操教育の場を提供することができる。また、生物

学的知識、環境学的な知識を習得することができ、将来の進路

を考える一助となる。

3. 一般の来場者にも、本事業の取り組みを知っていただくことに

より、発達障害を持つ子と家族の「共生社会の実現」のあり方

を考えていただく契機となる。

4. 本事業は、今後、全国の動物園、水族館の参考となる事業とな

る。



方法
１．センサリーチェックリストの開発

発達障害児の行動予測の選択肢と、自由記述から構成する。

２．フィールドワーク

作業療法士及び、大学院生・学部生が各エリアを調査する。

３．分析

各エリアの感覚特性を量的・質的な両面から分析する。

各エリアの感覚状況を分析した結果から総合的に考察する。

４．センサリーマップ（案）の作成

各エリアの感覚状況、のぞましい対応行動を掲載する。

発達障害児の支援経験のある作業療法士が検討する。

マップのイラストは、ミュージアム担当者、もしくは学生からの

応募を検討している。



センサリーチェックリスト



方法（続き）
5．センサリーマップ（案）の検証

那須どうぶつ王国のHP掲載、印刷物の配付。

6．使用感アンケートの調査

感覚過敏性をもつ利用者を対象に実施。

「使用満足度」「役立ち度」の５件法での調査と、自由記述で

構成する。

Google formにてアンケートを収集する。

7．センサリーマップ（完成版）の作成

アンケートの結果から、マップ（完成版）改変する。

8．ブラッシュアップ

定期的に使用感アンケートを実施する予定。



マップ作成時の配慮事項
１．わかりやすい表記

エリア、イベント内容が直感的にわかる配置とデザイン
・サイン＋ひらがな

・サインのデザイン

・ひらがなのフォント、大きさ、色・背景色との対比

・情報の文字数 等

２．紙ベースと、デジタルベースのマップの用意

提供方法の検討
・紙の大きさ、質感

・HPからのアクセス方法（どうぶつ王国と検討） 等

３．その他

カームダウンスペースの設置（資金が得られれば）
・スペース内の椅子の用意

・スペースの組み立て ボランティア募集 等



進捗状況
5月22日、29日 学部生対象学習会

テーマ「発達障害、新バリアフリー法について」

5月19日、26日 学部生対象学習会

テーマ「調査方法について」

7月5日 予備調査

8月9日、9月6日、9月20日 学生フィールドワーク

ー現在はここまで終了ー

10月17日 最終調査

10月〜11月 マップ（案）作成

11月〜12月 アンケート調査、各所との意見交換

1月 〜 2月 マップ完成

2月〜   マップ運用



カームダウンスペース設置の提案
感覚過敏によるストレスやパニック状態を軽減し、気持ちを落ち

着かせるための空間。外部からの刺激を遮断し、静かで安全な環境

を提供することで、気持ちを収める効果がある。

特に発達障害、知的障害、認知症の方が不安やストレスを感じた

ときに使用する。

カームダウンスペースのイメージとピクトグラム
感覚過敏研究所HPより引用
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